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自
本
軍
が
中
国
に
侵
略
す

る
過
程
で
引
き
起
こ
し
た
南

京
大
虐
殺。

こ
の
事
件
を
箔

い
た
映
画
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
l
ぺ

1
南
京
の
シ
ン
ド
ラ
1
1」

が
2
0
0
9年
に
世
界
で
公

開
さ
れ
て
以
来
、

5
年
ご
し

で
つ
い
に
日
本
で
初
上
映
さ

れ
ま
し
た
（
5
月

η日
）
。
ド

イ
ツ
人
の
フ
ロ
リ
ア
ン
・
ガ

レ
ン
ペ
ル
ガ
i
底
箇
は
「
何

が
飽
き
、
な
ぜ
起
き
た
の
か

を
餓
輸
す
る
き
っ
か
り
と
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

本土
由
真
希
記
者

映
簡
の
舞
台
は
日
中
が
金

間
戦
争
に
突
入
し
、
混
乱
す

る
国
本
軍
占
領
前
後
の
普
勝

．
補
娘
。
1
9
3
7年
ロ
月
、

泊
り
来
る
日
本
窓
に
対
し
在

留
欧
米
人
が

「南
京
安
全
区

間
際
霞
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

市
民
が
避
舵
で
き
る
安
全
区

を
鮫
雌
し
ま
す
。
目
本
市
と

の
折
衝
を
有
利
に
す
る
た

め
、
日
本
と
間
毘
関
係
に
あ

っ
た
ド
イ
ツ
人
の
ジ
ョ
ン
・

ラ
l
べ
が
委
員
長
に
還
は
れ

ま
し
た
。
ラ
l
ベ
は
当
時
、

ド
イ
ツ
企
策
シ
l
メ
ン
ス
社

の
南
京
支
社
長
で
、
ナ
チ
ス

覚
民
で
も
あ
り
ま
レ
た
。

本
作
は
そ
の
ラ
l
ペ
が
告

さ
残
し
た
日
記
か
ら
普
恕
を

得
て
、
南
京
事
件
に
お
け
る

自
本
態
の
残
虐
行
為
を
大
局

的
な
視
点
で
惜
聞
い
た
創
験

問
。
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・

中
国
の
合
作
で
す
。

中
国
で
の
日
本
軍
の
膚
殺

事
件
に
詳
し
い
井
よ
久
土
・

駿
割
問
台
大
学
法
学
節
教
授
は

「第
三
閣
の
立
場
か
ら
人
道

主
義
的
に
一
般
市
民
を
搬
出

し
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
努
力

と
と
も
に
、
日
本
軍
の
蛮
行

が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か

を惜聞
い
て
い
ま
す
。
と
く
に

蛍
袋
解
除
さ
れ
た
中
翻
兵
を

日
本
筋
が
錦
織
的
に
殺
し
た

と
と
、
女
性
に
対
す
る
性
暴

力
が
あ
っ
た
と
と
を
、
映
像

を
遇
し
て
知
る
乙
と
が
で
き

る
賓
室
な
作
局
で
す
」
と
話

し
ま
す
。
「捕
虜
殺
・
曹
は
朗
ら
か
に

国
際
法
遣
反
で
す
。
婦
女
園
慣

行
は
日
本
の
戦
前
の
例
法
や

慰
問
相
刑
法
で
も
犯
縛
行
為
。

「ジョン・ラーベ～南京のシンドラー～」映画

人
滋
的
に
も
僻
さ
れ
な
い
」

と
も
柄
拘
νま
す
。

幽
帆
ぎ
オ
ー
プ
ン
に
織
鎗
す
る

こ
と
で
、
南
京
虐
殺
や
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト

〈
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
）

の
よ
う
な
乙
と
が
二
度
と
起

き
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
が

大
切
」
と
揺
し
て
い
ま
す
。

縛
台
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

俳
優
の
井
浦
新
さ
ん
は
自
身

の
少
註
役
に
つ
い
て

「苦
し

み
な
が
ら
（
戦
争
の
）
矛
盾
や

不
条
理
と
日
本
兵

ガ
レ
ン
ベ
ル
ガ
l
監
督
は

待
望
の
回
本
公
開
に
あ
た
っ

て
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
ま
し
た
。
『
歴
史
よ
何
が

起
き
た
の
か
、
な
ぜ
起
き
た

の
か
を
知
り
、
質
任
を
受
凶
り
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4A還
に
耐
え
て
た
た
か
っ

～
日
本
兵
は
た
く
さ
ん
い
た

m

ず
だ
と
い
う
監
笛
の
患
い

ル
の
せ
た
人
物
だ
っ
た
」
と

回
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
、
中
国
の
名
優
と
と
も

に
醤
川
照
之
（
明
書
宮
絢
彦

H
あ
さ
か
の
み
や
や
す
ひ
と

り
申
将
）
、
杉
本
哲
太
（
中
島

今
朝
畜
日
け
さ
と
品
・
号
、

柄
本
明
（
松
井
石
根
H
い
わ

ね
H
穴
将
）
の
各
氏
ら
が
出

演
νて
い
ま
す
。

初
上
映
に
尽
力
し
た
の
が

「
南
京
・
史
美
を
守
る
映
画

祭
」
実
符
餐
員
会
で
す
。
上
映

織
の
獲
得
に
成
功
し
、
こ
の

臼
を
迎
え
ま
し
た
。

2
回
の

よ
映
と
も
満
席
で
9
0
0人

涯
く
が
思
を
灘
び
ま
し
ち

来
場
者
は
「
す
ば
ら
し
い
映

闘
だ
っ
た
。
と
の
峡
間
が
一

般
に
劇
場
で
上
映
で
き
な
い

と
と
が
、
日
本
の
異
mmな
現

状
を
示
し
て
い
る
」
な
ど
の

感
想
を
窃
せ
ま
し
た
。

興
行
袋
員
会
は

ω年
と

u

年
に
も
南
京
事
件
を
テ
1
マ

に
し
た
問
機
の
映
蘭
針
S
本

上
映
す
る
映
画
祭
を
関
山
摘
。

よ験予定＝実行嚢員会は8月23目、
i:1n；＇（・文京シピックセンターで上映
会を予定。今後は各地でもよ映でき
るよう、すすめていく計砲です。聞
い合わせ＝メール阻fo@jijiw.coin、08
0（鋭淘I)閃78

ほ
と
ん
ど
の
映
画
が
日
本
で

配
給
会
社
が
つ
か
ず
、
商
業

的
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
な
ぜ
か
｜
。

爾
京
事
件
は
鹿
殺
や
強
か

ん
な
ど
日
本
箪
の
蛮
行
を
象

徴
す
る
感
件
だ
か
ら
で
す
。

事
実
を
否
定
す
る
努
力
の
攻

撃
や
妨
曾
が
絶
え
ま
せ
ん
。

鎚
年
、
「
南
京
1
9
3
7」
の

上
映
中
、
自
称
右
察
団
体
員

が
刃
物
で
ス
ク
リ
ー
ン
を
切

り
忍
く
恵
件
が
起
き
ま
し

弓
例
年
に
は
漫
岡
殺
総
連

載
の
「
聞
が
燃
え
る
』
（
本
宮

ひ
ろ
志
作
）
が
、
虐
殺
鎗
写
の

大
舗
な
削
除
・
修
正
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。

「
映
画
祭
」

実
行
餐
輿
の

一
人
、
熊
川
美
笛
代
さ
ん
は

「
戦
争
の
史
実
や
戦
争
輿
任

に
関
心
の
な
い
人
た
ち
に
ど

う
広
め
る
か
を
考
え
た
と

き
、
映
画
は
適
切
な
媒
体
で

す
。
日
本
は
過
去
、
戦
争
に
突

き
す
す
ん
だ
け
れ
ど
、
い
ま

の
政
府
を
見
て
い
る
と
そ
の

前
夜
の
よ
う
。
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
。
南
京
事
件
を

な
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
ま

せ
ん
」
と
結
っ
て
い
ま
す
。

．．． 1.－宮 11'1"庁、例E守園

何
が
な
ぜ
起
き
た
の
か

聞
か
れ
た
議
論
が
大
切
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